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武
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城
下
町

明
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英
才
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歴
史
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緒
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岡
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置　
か　
れ　
、　
明　
治　
維　
新　
に　
至　
る　
ま　
で　
京　
極　

家　
に　
よ　
る　
統　
治　
が　
続　
い　
た　
。　
陣　
屋　
跡　
に　

は　
現　
在　
市　
立　
図　
書　
館　
が　
建　
っ　
て　
い　
る　

が　
、　
そ　
の　
建　
設　
に　
伴　
っ　
て　
の　
発　
掘　
調　
査　

で　
は　
、　
織　
豊　
期　
・　
江　
戸　
時　
代　
の　
建　
物　
跡　

な　
ど　
多　
く　
の　
遺　
物　
が　
見　
つ　
か　
っ　
て　
い　
る　
。　

藩　
邸　
が　
あ　
っ　
た　
図　
書　
館　
一　
帯　
は　
武　
家　

屋　
敷　
が　
取　
り　
囲　
み　
、　
高　
級　
家　
臣　
ほ　
ど　
藩　

邸　
の　
近　
く　
に　
住　
ん　
で　
い　
た　
と　
い　
う　
。　
赤　

穂　
浪　
士　
の　
討　
ち　
入　
り　
で　
有　
名　
な　
大　
石　

内　
蔵　
助　
の　
妻　
り　
く　
は　
、　
こ　
の　
辺　
り　
に　
屋　

敷　
を　
か　
ま　
え　
て　
い　
た　
京　
極　
家　
の　
筆　
頭　
家　

老　
、　
石　
束　

い
し
づ
か

家　
で　
生　
ま　
れ　
た　
。　
離　
縁　
後　
は　

子　
ど　
も　
を　
連　
れ　
て　
こ　
の　
地　
に　
身　
を　
寄　

せ　
て　
い　
た　
そ
う
だ　
。　

幕　
末　
か　
ら　
明　
治　
時　
代　
に　
か　
け　
て　
、　
こ　

の　
武　
家　
屋　
敷　
に　
住　
ん　
で　
い　
た　
豊　
岡　
藩　
の　

家　
臣　
か　
ら　
は　
数　
多　
く　
の　
偉　
人　
が　
生　
み　

出　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
顔　
ぶ　
れ　
は　
、　
京　

都　
大　
学　
名　
誉　
教　
授　
の　
猪　
子　
止　
戈　
之　
助　

い

の

こ

し

か

の

す

け

、　

東　
京　
大　
学　
教　
授　
の　
和　
田　
垣　
謙　
三　
、　
文　
部　

大　
臣　
の　
久　
保　
田　
譲　

ゆ　
ず　
る　

、　
豊　
岡　
市　
上　
水　
道　
建　

設　
費　
を　
全　
額　
寄　
付　
し　
た　
鉱　
山　
王　
の　
中　

江　
種　
造　

た
ね
ぞ
う

な　
ど　
、　実　
に　
多　
士　
済　
々　
で　
あ　
っ　
た　
。　

図　
書　
館　
の　
西　
隣　
に　
今　
も　
残　
っ　
て　
い　
る　

五　
軒　
長　
屋　
に　
は　
、　
後　
に　
東　
京　
大　
学　
総　
長　

と　
な　
る　
浜　
尾　
新　

あ
ら
た

が　
住　
ん　
で　
い　
た　
。　
こ　
の　

長　
屋　
は　
、　
浜　
尾　
家　
が　
江　
戸　
か　
ら　
豊　
岡　
に　

引　
き　
上　
げ　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
時　
、　
藩　
が　

大　
急　
ぎ　
で　
武　
器　
庫　
を　
改　
造　
し　
、　
用　
意　
し　

豊　
岡　
市　
京　
町　
地　
区　
の　
中　
心　
に　
位　
置　

す　
る　
神　
武　
山　

じ
ん
む
さ
ん

。　
今　
は　
な　
き　
豊　
岡　
城　
が　
あ　

っ　
た　
こ　
の　
山　
の　
ふ　
も　
と　
は　
、　
か　
つ　
て　
武　
家　

屋　
敷　
が　
建　
ち　
並　
ぶ　
城　
下　
町　
だ　
っ　
た　
。　
中　

世　
は　
後　
白　
河　
法　
皇　
の　
私　
有　
地　
で　

「　
城　
崎　
荘　

き　
の　
さ　
き　
の　
し　
ょ　
う　

」　と　
い　
わ　
れ　
て　
お　
り　
、　
羽　
柴　
秀　

吉　
の　
但　
馬　
平　
定　
後　
、　「　
豊　
岡　
」　
と　
改　
名　
さ　

れ　
、　
豊　
岡　
城　
と　
城　
下　
町　
が　
形　
成　
さ　
れ　
た　
。　

神　
武　
山　
は　
、　
東　
に　
蛇　
行　
す　
る　
円　
山　

川　
、　
西　
に　
そ　
び　
え　
る　
山　
々　
を　
自　
然　
の　
城　

壁　
と　
し　
て　
利　
用　
で　
き　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
豊　

岡　
城　
が　
築　
城　
さ　
れ　
た　
。　
町　
並　
み　
に　
は　
今　

も　
城　
下　
町　
特　
有　
の　
姿　
が　
み　
ら　
れ　
る　
。　
敵　

の　
進　
入　
を　
防　
ぐ　
た　
め　
に　
鍵　
型　
に　
曲　
げ　

ら　
れ　
た　
道　
筋　
や　
南　
北　
に　
巡　
ら　
さ　
れ　
た　

内
堀
な
ど　
で　
あ　
る　
。　

江　
戸　
時　
代　
に　
豊　
岡　
城　
が　
廃　
城　
さ　
れ　

た　
後　
、　
神　
武　
山　
の　
ふ　
も　
と　
に　
は　
陣　
屋　
が　

浜尾新が暮らしていたという五軒長屋は、現在も保存されている

熱心に説明を聞く参加者の皆さん

猪子止戈之助邸跡

久保田譲邸跡
（現在は教育会館）

東京大学医学部に眼
下学教室を創設した
河本重次郎（こうも
とじゅうじろう）邸跡
には、明治4 0年頃に
造られたレンガ塀が
今も残る

河本重次郎邸跡

豊岡小学校前の通り

教育会館の隣には久保田
譲邸跡の碑が建つ

兵庫県城崎郡日高町栗栖野55 〒669-5372

婚礼受付 Tel.（0 7 9 6）45 -14 00
http://www.inaker.or.jp/̃blridge/

神 鍋 高 原

オリックスグループ

感
動
を
呼
ぶ　
ク　
ラ　
シ　
カ　
ル　
テ　
イ　
ス　
ト　
の　

チ　
ャ　
ペ　
ル　
が
但
馬　
に
誕
生
。

模擬挙式、試着会、会場コーディネイトに加
えてチャペルコンサートも予定しています。

“冬物語”
選べるテーブルコーディネイトからお料理、衣装
等も含まれる、ブルーリッジ初の格安フルパッケ
ージプラン！この機会をお見逃し無く!!

2 0 0 4 .1 2月
～2 0 0 5 .3月

ウェディングパック 誕生
グランチャペルオープニング記念

グランチャペル
オープニングフェア開催
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た　
住　
ま　
い　
。　
幼　
く　
し　
て　
父　
を　
失　
っ　
た　
浜　

尾　
は　
、　
長　
屋　
で　
内　
職　
を　
し　
な　
が　
ら　
勉　
学　

に　
励　
ん　
だ　
と　
い　
う　
。　
夜　
は　
天　
井　
か　
ら　
紐　

を　
下　
げ　
、　
そ　
れ　
を　
首　
に　
ぶ　
ら　
さ　
げ　
て　
睡　

魔　
と　
戦　
い　
つ　
つ　
読　
書　
し　
た　
と　
い　
う　
逸　
話　

も
残
さ
れ　
て　
い　
る　
。　

藩　
邸　
内　
の　
東　
側　
に　
は　
藩　
校　
の　
「　
稽　
古　

堂　
」　が　
あ　
り　
、　
士　
族　
の　
子　
弟　
は　
７　
歳　
に　
な　

る　
と　
入　
学　
が　
強　
制　
さ　
れ　
た　
。　
講　
師　
を　
し　
て　

い　
た　
の　
は　
、　
幕　
末　
期　
に　
当　
代　
一　
の　
儒　
学　
者　

と　
い　
わ　
れ　
た　
池　
田　
草　
庵　
。　
藩　
主　
の　
懇　
請　
を　

受
け
、　
出
張
講
義
を　
し　
て　
い　
た　
の　
だ　
。　

ま　
た　
、　
豊　
岡　
藩　
で　
は　
人　
材　
育　
成　
の　
た　

め　
に　
藩　
費　
遊　
学　（　
奨　
学　
金　
）　制　
度　
が　
あ　

り　
、　
浜　
尾　
新　
を　
含　
め　
、　
こ　
の　
制　
度　
に　
支　

え　
ら　
れ　
て　
後　
年　
大　
き　
く　
羽　
ば　
た　
い　
た　
人　

は　
数　
多　
い　
。　
勉　
学　
熱　
心　
な　
子　
弟　
た　
ち　
の　

礎　
は　
藩　
の　
こ　
う　
し　
た　
体　
制　
か　
ら　
も　
育　
っ　

て　
い　
っ　
た　
の　
だ　
ろ
う
。　

講
師　

山
口
久
喜
さ　
ん　

●裏路地探険隊員募集
平成17年1月22日（土）

「粟鹿神社周辺を歩く」山東町粟鹿
＊実施日の10日前までに、18ページ掲載の

Ｔ2編集部へ、住所・氏名・年齢・電話番
号・「裏路地参加希望」とお書きの上、ハ
ガキでお申し込みください。開催は午前
中、現地集合・現地解散となります。申込
締切日後、案内を参加ご希望の方へ送付
致します。

図書館正面の道路脇に
は、石束氏りく生地跡
を記す碑が建てられて
いる

神武山を登る参加者の皆さん

本丸跡から見た豊岡の町並み（南方向）
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明治4年、豊岡県設置の際、
久美浜から庁舎とともに移
築された図書館前の旧豊岡
県庁門

町並みにとけ込む玄武岩

めぐみ公園前の藩庁時代の
門。当時のものはここしか
残っていない。

公園の大きな木々は、城下
町の歴史を見守ってきたの
だろう

図書館駐車場の脇
道から神武山へ。
入り口には大きな
クルミの木が茂っ
ている。

豊岡藩藩主・京極家の屋敷跡

石束氏りく
生地跡の碑

藩庁跡
（現在は豊岡市立図書館）

豊岡小学校

浜尾新が住んでいた五軒長屋

めぐみ公園

和田垣謙三邸跡

豊岡城本丸跡
（神武山）

神武山頂上。春は満開の桜
が咲き、花見客や行楽客で
賑わう。

頂上にある本丸跡からは豊
岡の市街地が一望できる

兵庫県豊岡市寿町10-10 TEL.0796-22-6155 日曜・祝日定休福祉・介護用品

店頭でご覧になれます。
医療品、福祉・介護用品、学校教材など
店頭にて展示・販売しております。もち
ろん、個人のお客様でも単品からお求め
頂けます。是非、お店までお越し下さい! !

行ってみよう!!

補聴器
学校教材


